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　近年、環境悪化に加えて、市街地の進展により緑環境は縮退の一
途を辿っている。その現状に対し、従来日本では都市計画で策定さ
れている緑のマスタープランがあるが、必ずしも緑環境の適切な評
価に基づいているとは言えない。したがって、マクロな視点から都市
の緑環境を評価し、計画に反映する手法が求められていると言える。

研究の背景研究の背景



　衛星データ（ランドサットTMデータ及びASTERデータ）を空間データ
基盤と統合的に解析し、特に社会的環境要因との関連を重視し、従
来のリモートセンシング・データを用いた平面的解析ではできなかっ
た、新しい解析評価手法として緑地環境評価システムを構築する。

　そして、構築してた緑地環境評価システムを利用して、空間解析・
土地利用分布解析・社会的環境要因関連分析を行い、その解析結
果としては、都市の緑環境の活性度を明らかにするだけでなく、都
市的活動と関連させることによって、縮退する都市の緑環境の再生
のための資料を提供できるようにする。

研究の目的研究の目的



データの加工・整備データの加工・整備

緑地環境評価システムの構築緑地環境評価システムの構築

空間解析空間解析

土地利用分布解析土地利用分布解析

社会的環境要因関連分析社会的環境要因関連分析
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研究のフロー研究のフロー
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ラスタデータ→Point or Gridデータ

　ランドサットTMデータ・ASTERデータ

　　　　　　・土地被覆分類図

　　　　　　・ＮＤＶＩ画像

　　　　　　・標高データ

　　　　　　・傾斜度データ
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・バッファ処理

・オーバーレイ処理
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・経年変化分析
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データの加工・整備　土地被覆分類図データの加工・整備　土地被覆分類図

１９８７年　ランドサットTMデータ ２００１年　ASTERデータ



データの加工・整備　土地被覆分類図データの加工・整備　土地被覆分類図
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水域 25288 20527

市街地 311533 357119
緑地 632252 631907

生産系 224270 179666
合計 1193343 1189219
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　緑地環境評価システムとは、GISの有効性（情報の統合・関連性の
分析・情報を効率的に伝達）を活用して、空間解析・土地利用分布解
析・社会的環境要因関連分析などの解析を行い、市街地における緑
地環境保全のための評価を行うシステムである。

緑地環境評価システムの構築緑地環境評価システムの構築



緑地環境評価システム　空間解析緑地環境評価システム　空間解析

バッファ処理

オーバーレイ処理



緑地環境評価システム　土地利用分布解析緑地環境評価システム　土地利用分布解析

形態指標

平均連結度数



緑地環境評価システム　土地利用分布解析緑地環境評価システム　土地利用分布解析

空間相互作用モデル

近傍統計情報計測



緑地環境評価システム　土地利用分布解析緑地環境評価システム　土地利用分布解析

経年変化分析 地形条件による分析



緑地環境評価システム　社会的環境要因関連分析緑地環境評価システム　社会的環境要因関連分析

人口分布間距離作成 ラスタバッファ作成



空間解析　解析結果　空間解析　解析結果　

　大分市内の各駅周辺から２５００mのバッファを発生させ､そのバッファ
内に含まれる緑地及び市街地をオーバーレイした。
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空間解析　解析結果空間解析　解析結果

高城駅周辺の緑地 鶴崎駅周辺の緑地

滝尾駅周辺の市街地



土地利用分布解析　地形条件による分析　解析結果土地利用分布解析　地形条件による分析　解析結果

傾斜度ごとの分布状況
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地形条件（傾斜度・標高）ごとの緑地及び市街地の分布状況を把握する。



土地利用分布解析　地形条件による分析　解析結果土地利用分布解析　地形条件による分析　解析結果

標高ごとの分布状況
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社会的環境要因関連分析　解析結果社会的環境要因関連分析　解析結果

　全体的に、用途地域と人口の分布が交通機関の周辺に集中してい
る。また、市街化が進行することによって道路と公共建物の分布が多く
なっている。緑地は、市街化が進行している周辺でも散在傾向にある。

　大分市内の駅・ic・東九州自動車道・鉄道からそれぞれ２５０mごとに
１０個の多重リング　バッファを発生させ､そのバッファ内に含まれる道
路線・公共建物・内水面・公園等場地・用途地域・人口総数・緑地・市
街地をそれぞれオーバーレイした。



　本研究では、緑地環境評価システムを構築し、そのシステムを利用
して、空間解析・土地利用分布解析・社会的環境要因関連分析を行っ
てきたが、このシステムを利用することにより、縮退する都市の緑地
環境保全のために有用な知見を得ることができると思う。

　今後は、このシステムをWeb GIS上で実験的に活用することが目
標である。これにより、緑地環境保全から、一般の人々の緑環境に
対する認識の向上に寄与することまで、幅広く利用できる。
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